
柏市地方創生総合戦略指標管理一覧

年度 数値 単位 数値 単位 数値 単位
現況報告

（指標結果に影響があったと思われる取組や課題）
年度 数値（Ａ） 単位

1 純移動数（転入者数－転出者数） 千葉県毎月常住人口調査 企画調整課 H26 1,923 人 3,565 人 3,942 人

Ｈ29年は転入が22,516人転出者が18,574人と，Ｈ26年（転入：
19,887人，転出：17,964人）と比較すると，転入が2,629人転出
が610人それぞれ増加した。具体例を上げると，転入者が多い
４月現在の場合，豊四季台２丁目・柏の葉６丁目・大室１丁目・
大室・若柴等，交通利便性の高い，柏の葉キャンパス駅周辺
での人口増加が顕著。転勤や通学を機会とする転入者をいか
に定着・継続居住させるかが課題の一つとも捉えている。

H31 3,000 人

2 市内主要観光エリア流動人口(4月休日）
地域経済分析システム（経済産
業省）

商工振興課 H27 2,346,500 人 2,479,200 人 2,394,900 人

そごう柏店閉店（H28.9）の影響により，柏駅周辺地区の流動
人口が減少している一方で，「セブンパーク・アリオ柏」のオー
プン(H28.4)や手賀沼アグリビジネスパーク推進事業等が，手
賀沼周辺地区の流動人口増加に寄与しているものと考えてい
る。

H32 2,700,000 人

3 市内に立地する駅の1日平均乗車客数 柏市統計書（各鉄道会社資料） 交通政策課 H25 297,968 人 303,126 人 306,449 人

北部地域における区画整理事業，柏駅前の再開発事業の進
展による人口の増加が数値上昇の要因と考える。今後の課題
として，鉄道の利便性の向上，鉄道駅のバリアフリー化，交通
結節点機能の向上等が必要と考えられる

H31 300,000 人

4 手賀沼・東部地区流動人口(4月休日）
地域経済分析システム（経済産
業省）

商工振興課 H27 661,300 人 879,300 人 869,200 人
「セブンパーク・アリオ柏」のオープン(H28.4)や手賀沼アグリビ
ジネスパーク推進事業等が，手賀沼周辺地区の流動人口増
加に寄与しているものと考えている。

H32 760,000 人

5 柏の葉地区の人口(10月1日現在） 北部整備課調べ 北部整備課 H27 10,180 人 11,676 人 13,513 人
計画的に区画整理事業が進捗したことに伴い，土地活用が進
んだことによって，人口増加に繋がったと考える。

H31 14,121 人

6 住宅支援制度数 企画調整課調べ 企画調整課 H27 1 制度 2 制度 2 制度

(1)市営住宅の子育て世帯向けに，入居の優先的措置を図る。
(2)優良田園住宅の建設・販売促進（手賀地域）
本来市街化を抑制する市街化調整区域内にて，その豊かな自
然環境を背景に，多様な住まい方，ライフスタイルを求める人
へ住宅を提供。

H31 3 制度

基本的方向
２　新たな魅
力を持った
中心市街地
の実現

7 歩行者通行量（休日）
中心市街地活性化基本計画に
係る調査

中心市街地整備
課

H26 181,471 人 216,950 人 236,030 人

柏駅東口Ｄ街区の再開発事業により，道路や広場の新たな都
市基盤が整備され，また，柏市文化・交流複合施設や商業施
設等が整備されたことから，歩行者通行量が増加したと思わ
れる。

H31 190,545 人

目標値

基本的方向
１　都市部・
郊外それぞ
れの地域資
産を活用し
た賑わいの
創出

評価項
目
Ｎｏ

評価項目 出典

指標進捗管理部
署（主管課）

※進捗報告及び分析
に関する事務の担当

基本目標１
柏市への新し
いひとの流れ
をつくる

基準値 平成２８（２０１６年）年度内容 平成２９（２０１７年）年度内容
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柏市地方創生総合戦略指標管理一覧

年度 数値 単位 数値 単位 数値 単位
現況報告

（指標結果に影響があったと思われる取組や課題）
年度 数値（Ａ） 単位

8 合計特殊出生率 千葉県健康福祉部 企画調整課 H26 1.29 1.37 1.35

特徴として，２０歳から４０歳までの女性の構成割合の高い
エリア（ＴＸ沿線駅，常磐線沿線駅周辺，手賀の杜等）で出
生数も多く，さらに，当該エリアではマンション・戸建等の住
宅開発が旺盛である。社会増だけではなく人口の自然増を
図る上ではこうしたエリアをけん引役に，官民一体となった
良質な住宅・住環境の供給が今後も重要となっていく。

H31 1.35

9 年少人口（0～14歳）（10月現在） 住民基本台帳 企画調整課 H26 53,911 人 54,204 人 54,338 人

少子高齢化が進展していくなか，本市では，Ｈ26年度と比
較すると微増ではあるが増加している。
その内訳は，Ｈ26年比で未就学者（0歳～5歳）が99.3％，
小学生（6歳～11歳）102.9％，中学生（12歳～14歳）99.5％
と大きな構造変化はまだ見えない。今後の生産年齢人口
（15歳～64歳）の数にも直結していくことから，引き続き動
静を注視していく。

H31 53,424 人

10 妊娠・出産について満足している者の割合
柏市母子保健計画
／健やか親子２１

地域保健課 H28 69.3 % 69.3 % - %
評価数値は，平成３１年度母子保健計画中間評価で算出
予定。妊娠届け時の専門職による全数面接実施と，産後
の乳児家庭全戸訪問を開始した。

H31 70.0 %

11
地域活動・ボランティア活動に参加したい人のうち，参加
したい活動内容として「子育て支援活動」を挙げた人の
割合

柏市まちづくり推進のため
の調査

子育て支援課 H24 12.6 % 12.3 % - %
子育て支援者や子育て当事者と共に，情報誌の作成を通
じたネットワークづくりやフォーラムを開催し，市民に向け子
育てへの理解・啓発に取り組んだ。

H31 14.3 %

12 子育て仲間が「いない」と回答した割合
柏市子ども・子育て支援事
業計画策定に係るニーズ
調査

子育て支援課 H25 16.9 % - % - %
孤立せず，前向きに子育てに臨めるように，ファシリテー
ターとして育成した職員が講師となって，保護者向けに「Ｂ
Ｐプログラム」や「ペアレント・プログラム」を実施した。

H31 14.3 %

13 「教育環境の充実」に対する市民満足度
柏市まちづくり推進のため
の調査

学校教育課 H28 29.7 % 29.7 % - %

広報かしわの別冊等を活用した教育広報の継続的な実施
に加え，柏市が全国に先駆けて取り組む小学校でのプロ
グラミング教育に関する推進イベントを２回実施（８月，２
月）し，ＰＲに努めた。

H31 34.0 %

基本的方
向２　子育
て関連施
設の充実

14 認可保育園等の入園保留者数 保育整備課調べ 保育整備課 H27 41 人 76 人 85 人

入園保留者を減少させるべく，存幼稚園から幼保連携型認
定こども園への移行１園，私立認可保育園２園，小規模保
育事業A型１園，幼保連携型認定こども園増改築１園の整
備を行い，343人の定員増加を図ったが，見込みを上回る
入園希望があったため，国基準の待機児童ゼロは達成し
たものの入園保留者数は増加となった。今後も保育需要
の分析を行い，必要なエリアへの整備を行っていく。

H31 0 人

目標値

基本的方
向１　子ど
もの育ち
と学びを
支える体
制の充実

評価項目
Ｎｏ

評価項目 出典

指標進捗管理部署
（主管課）

※進捗報告及び分析に関
する事務の担当

基本目標２
柏市の若い
世代の出
産・子育て
の希望をか
なえる

基準値 平成２８（２０１６年）年度内容 平成２９（２０１７年）年度内容
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柏市地方創生総合戦略指標管理一覧

年度 数値 単位 数値 単位 数値 単位
現況報告

（指標結果に影響があったと思われる取組や課題）
年度 数値（Ａ） 単位

15 市内従業者数 経済センサス 商工振興課 H24 132,541 人 - 人 138,449 人 H31 140,000 人

16 市内事業所数 経済センサス 商工振興課 H24 11,588 件 - 件 12,073 件 H31 12,000 件

17 荒廃農地面積 荒廃農地調査 農政課 H26 8,271 アール 4,560 アール 4,631 アール
千葉県による荒廃農地の定義見直しにより，大きく減少し
た。

H31 7,700 アール

18 誘致企業数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 0 件 19 件 9 件

・先進技術展示会への出展により，市の知名度向上の活動
を実施。
・関係機関との土地情報や企業の進出動向の情報交換とタ
イアップによる誘致活動
・継続的に実施してきた営業活動による成果

H31 50 件

19 企業間連携のコーディネート数 商工振興課調べ 商工振興課 H26 9 件 11 件 7 件
創業・企業支援の専門家である柏市インキュベーションマ
ネージャーと月に1回以上のミーティングを実施し，適切な
支援策を適宜検討した。

H31 75 件

20 認定新規就農者 農政課調べ 農政課 H26 4 人 6 人 7 人
研修里親農家支援事業，新規就農支援事業といった補助
金を交付している。

H31 10 人

21 農商工等連携事業計画の認定又は他産業との協働によ
る商品化件数

農政課調べ 農政課 H26 1 件 2 件 2 件
この他に，農商工連携ではなく農家自ら商品化を行う６次
産業化事業が６件あった。

H31 5 件

基準値 平成２８（２０１６年）年度内容 平成２９（２０１７年）年度内容 目標値

基本的方
向１　戦略
的な企業
誘致と生
産・販売力
の向上

基本的方
向２　地域
で支える持
続可能な
農業づくり

評価項目
Ｎｏ

評価項目 出典

指標進捗管理部署（主
管課）

※進捗報告及び分析
に関する事務の担当

誘致事業や創業支援活動，既存企業の新産業支援や雇用
創出の取り組みなどにより，総合的に産業の活性化を図っ
た。

基本目標３
柏市の産業を
活性化し安定
した雇用を創
出する
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柏市地方創生総合戦略指標管理一覧

年度 数値 単位 数値 単位 数値 単位
現況報告

（指標結果に影響があったと思われる取組や課題）
年度 数値（Ａ） 単位

22 市内は住みやすいと考える市民の割合
柏市まちづくり推進のための調
査

企画調整課 H28 84.1 % 84.1 % - %

「柏市まちづくり推進のための調査」は隔年で実施するた
め，H29年度での数値は未把握。
ただし，H28年度の調査結果を踏まえ，特に「住みにくい」と
回答した割合が高い東部地区について，新たな公共交通に
係る検討を行っている。また，H29年度に，新たな公園に順
ずる公共緑地を整備（手賀沼フィッシングセンター）し，住環
境等の向上を行ったため，H30年度の調査において，東部地
区の調査結果を注視する。

H31 85.0 %

23 交通事故発生件数 柏市統計書（柏警察署資料） 交通施設課 H26 9,878 件 10,628 件 10,766 件
交通事故件数は，人身事故及び物損事故件数の合計で，増
加した要因として，人身事故及び物件事故ともに増加したた
め。

H31 9,000 件

24 刑法犯認知件数 柏市統計書（柏警察署資料） 防災安全課 H26 4,110 件 3,802 件 3,647 件
安全安心まちづくり推進事業（街頭防犯カメラの設置，エン
ジョイ・パトロール，市民安全パトロール隊巡回業務委託等）
を着実に実施した結果，3年連続の3,000件台に抑えた。

H31 4,000 件

25 柏市民活動団体数 協働推進課調べ 協働推進課 H26 280 団体 363 団体 378 団体

平成２８年５月のパレット柏の開業に伴い，柏市民公益活動
団体の活動拠点が充実したことに加え，市民活動団体向け
の講座やイベントなどソフト事業との相乗効果により，団体
数増加に繋がったと考えられる。

H31 411 団体

26 支援による就業決定者数 商工振興課（福祉政策課）調べ 商工振興課 H26 42 人/年間 43 人/年間 60 人/年間

セカンドライフ支援事業については，平成28年度9月末をもっ
て終了し，平成28年10月からは厚生労働省の生涯現役促進
地域連携事業を受託した柏市生涯現役促進協議会に参画，
連携し高齢者の社会・地域参加促進に取り組んでいる。

H31 80 人/年間

27

柏市の住みやすい理由として「道路や公園などが整備さ
れている」+「治安が良く安心できる環境がある」＋「災害
が起きても安心できる環境がある」と評価する割合の合
計

柏市まちづくり推進のための調
査

都市計画課・防災安全課H28 42.5 % 42.5 % - %

≪都市計画課≫
計画的に道路や公園等の都市基盤の整備を進めている。
≪防災安全課≫
【治安が良く安心できる環境】
安全安心なまちづくりを推進する中で，柏駅周辺の治安対策とし
て，平成29年6月に「柏市客引き行為等禁止等条例」を施行。地域
団体や柏警察署と協力・連携し，各種客引き対策に取り組んだ結
果，客引き等が大きく減少し，治安改善，安全安心な環境づくりに
つながった。
【災害が起きても安心できる環境】
大規模災害の発生に備え，各種防災設備（倉庫，井戸，無線等）
や防災備蓄品を充実させるとともに，防災講習会や訓練等を通じ
て自助・共助の育成を図った。

H31 43.5 %

28 柏市の住みやすい理由として「公共交通機関が充実して
いるから」と評価する割合

柏市まちづくり推進のための調
査

交通政策課 H26 32.2 % 30.6 % - %

平成30年2月20日に高柳駅の東西自由通路開通により，地
域住民の利便性向上につながったと考える。今後，既存の
バス路線の見直しや事業展開しているジャンボタクシー・カ
シワニクルの再編など，各地域特性を踏まえた持続可能な
交通網を構築していくことが課題となる。

H31 37.0 %

目標値

基本的方向
１　多様な主
体によるま
ちづくりの推
進・連携

基本的方向
２　安全・安
心，便利で
暮らしやす
いまちづくり

評価項目
Ｎｏ

評価項目 出典

指標進捗管理部署（主
管課）

※進捗報告及び分析に関す
る事務の担当

基本目標４
時代に合った
地域をつく
り，安心なく
らしを守ると
ともに，地域
と地域を連携
する

基準値 平成２８（２０１６年）年度内容 平成２９（２０１７年）年度内容
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